
 

 

  
 

「学生検討会議を実施しました！」 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆学生検討会議概要 

 

日時 2025.01.30（木）15:00～17:00 

会場 おにクル多目的室 M2 

参加者数 学生   ７名 

     地域の方 ２名 

プログラム 

１ 前回までの振り返り 

２ グループワーク 

３  まとめ 

４ 今後の調整 

５ 閉会 

 

まちづくり検討会議 

茨 木 地 区 

ニュースレター vol.８ 

令和７年 

２月 

 

 

茨木市 地域コミュニティ課 

１月 30 日（木）に、最後の学生検討会議を実施しました。 

今まで出していただいた「こどもが主体的に活動に参加できる仕組みづくり」、「参加のきっかけにつながる情報の

届け方」、「多様な主体との連携」のアイデアや文化祭の意見を踏まえて、まずは実践するにあたって、誰がどのように

進めていくのか、優先して取り組めそうなアイデアから内容を深め、最終の提案内容を考えました！ 

 

〜地域がアイデアを実践するにあたっての最終提案を考えよう〜 

 

学生検討会議の様子 

「こどもが主体的に活動に参加できる仕組みづくり」のアイ

デアでは、以前、〇〇（ふるさと祭りの模擬店出店、文化祭の

模擬店出店、地区体育祭）のための「こども会議」の実施とい

うアイデアが出ていました。その中で、何のためのこども会議

の実施なのか、こどもやサポーターの募集方法、実施時期、募

集チラシの内容など具体的な内容を考えました。 

そして今回は、スケジュール的にも余裕を持って実施できる

文化祭の模擬店出店のための「こども会議」の実施に決定しま

した。また、文化祭はローカルであるため、こどもが活躍でき

るコミュニケーションの場であることも知ってもらう機会に

なるという意見も出ました。 

 

 

「参加のきっかけにつながる情報の届け方」では、イベント情

報として、何に載せるのか、誰に配布するのか、どこで配布す

るのか、どんな内容を載せるのかなど具体的な情報発信の方

法について話し合いました。 

情報発信をする上で、「思わず見てしまう工夫」が大切である

という意見があり、大学生らしい「触ったら音が出る掲示物」

というアイデアや「掲示内容を四コマ漫画で表現してストー

リー性を持たす」などの斬新なアイデアも出ていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〜実践するにあたっての提案〜 

ポイント◎ 

・募集方法の中でもチラシを配布してもらうだけでなく、サポーターである大学生が直接学校などに声をかけに行く

ことで顔が見え、安心して参加できる！ 

・募集方法の際のアピールポイントとして、大学生は学生時代頑張ったこととして就職活動などでも話せるような 

経験が増える！小学生〜高校生にも経験ができ、過程が大切であることを伝えるのが大切。 

・会議は、全学年で行う全体会議と小学生、中学生、高校生で分かれて行う学年別会議を行うアイデアも出ました！ 

茨木市 地域コミュニティ課 



 

 

 

 

 

〜実践するにあたっての提案〜 

・掲示板などは、見ようとしない限りあまり見ないため、思わず見てしまう工夫が大切！ 

→自転車に募集案内の旗を付けたり、自転車の前かごに募集のプレートをつける、掲示物から音が鳴る等 

・紙の案内でイベントのお手伝い募集をするよりも、人から直接言ってもらった方が参加しやすい。 

・大きい QR コードを載せて目を引くようにして、茨小の HP を活用し動画を再生できる工夫をする！ 

 

 

ポイント◎ 

今後に向けて 

次回は、報告会「いばまちサミット～楽しい・住みたい・私のまちでもやってみたい～」です！ 

今まで考えてきたアイデア、提案の内容を発表します♪ 

大阪成蹊大学 谷渕さん 

 

 

文化祭でのご意見を参考に会議

する中で、一人ひとりが大学での

学びや経験からアイデアを出し

合い、とても楽しい時間でした！ 

地域の方からも「それ面白い！」

などの温かいお言葉も頂けたこ

とも印象に残っています！ 

大阪成蹊大学 酒井さん 

 

 

今後のまちづくりの取り組み

を提案する上で、いつから募集

をかけるか、全体の流れはどう

するかなど、1 回きりの活動で

終わらせないような工夫を考

えました。いばまちサミットで

良い発表ができるように頑張

ります！ 


